
(1)　第1664号　2015年７月５日 自 治 労 茨 城 1969年３月 10日第３種郵便物認可　郵便 310-0801

水戸市桜川 2-3-30　自治労茨城県本部
Ｅメールアドレス kenhonbu@j-ibaraki.jp
編集発行人  ＝  黒　　江　　正　　臣
毎 月 ５  の 日 発 行
定　　　価 ＝ 1部 5円（組合費に含む）
印　刷　所  ＝  凸 　紋 　字

公務員連絡会　　　
　　　人勧期中央行動

日　時　７月 28 日 13：30 ～ 16：00
場　所　日比谷野外大音楽
内　容　集会、デモ行進・支援行動

当
面
の
課
題
に
全
力
を

県
本
部
第
２
回
中
央
委
員
会

　

県
本
部
は
６
月
22
日
、
自

治
労
会
館
で
第
２
回
中
央
委

員
会
を
開
き
、
人
勧
期
や
戦

争
法
案
反
対
の
取
り
組
み
な

ど
当
面
す
る
闘
い
に
向
け
て

意
思
統
一
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
黒
江
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
人
事
院
が
８

月
の
勧
告
に
向
け
、
す
で
に

５
月
か
ら
人
事
院
の
民
間
給

与
実
態
調
査
が
開
始
し
た
こ

と
に
言
及
し
、「
給
与
制
度

見
直
し
で
多
く
の
自
治
体
が

平
均
２
％
引
き
下
げ
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
上
回
る
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
重
要
」
と
強
調
。「
県
人

事
委
員
会
交
渉
と
と
も
に

並
行
し
て
対
策
を
強
化
し
た

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

今
年
の
賃
金
確
定
期
は
「
人

事
評
価
制
度
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
」
と
し
、「
評
価
制

度
に
よ
る
一
時
金
や
給
与

へ
の
反
映
を
、
ど
う
無
力
化

し
勤
続
・
昇
格
の
特
昇
を
確

保
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
財
政
の
確
保
や
安

保
法
制
阻
止
に
向
け
た
闘
い
、

参
院
選
勝
利
に
向
け
た
取
り

組
み
を
訴
え
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
の
提
案
と
承
認

の
あ
と
、
議
事
に
移
り
、
①

２
０
１
４
年
現
業
・
公
企

統
一
闘
争
総
括
（
案
）、
②

２
０
１
５
春
闘
中
間
総
括

（
案
）、
③ 

当
面
の
闘
争
方

針
（
案
）、
④ 

２
０
１
５
年

一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）、

⑤
役
員
推
薦
委
員
の
選
任
、

⑥
自
治
労
本
部
大
会
代
議
員

の
承
認
、
⑦
第
３
次
組
織
強

化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計

画
総
括
、
⑧
第
４
次
組
織
強

化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計

画
（
組
織
討
議
案
）
が
提
案

さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
三
唱
、
当
面
す
る
諸
課
題

に
全
力
で
闘
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
関
与
は
当
り
前

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
学
習

　

２
０
１
４
年
に
成
立
し
た

改
正
地
方
公
務
員
法
に
よ
り

地
方
自
治
体
に
導
入
が
義
務

付
け
ら
れ
た
人
事
評
価
制
度

は
、
総
務
省
が
示
し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
２
０
１
６
年

４
月
に
本
格
実
施
さ
せ
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
先

行
し
て
賃
金
に
反
映
さ
せ
て

い
る
自
治
体
も
あ
れ
ば
、
ま

だ
評
価
制
度
そ
の
も
の
を
導

入
し
て
い
な
い
自
治
体
も
あ

り
大
き
な
バ
ラ
つ
き
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
を
踏
ま

え
、
地
公
法
改
正
と
人
事
評

価
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
、
県
本
部
は
６
月

22
日
の
県
本
部
中
央
委
員
会

後
に
「
地
公
法
改
正
と
人
事

評
価
制
度
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
学
習
講
座
を
開
き
ま
し

た
。

　

講
師
の
千
歳
副
委
員
長

は
特
に
、「
人
事
評
価
制
度

は
、
人
材
育
成
が
目
的
で
あ

る
」
こ
と
、「
導
入
さ
れ
れ

ば
、
職
員
の
賃
金
・
労
働
条

件
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
か

ら
、
任
用
・
給
与
等
の
勤
務

条
件
へ
の
反
映
を
行
う
場
合

は
、『
管
理
運
営
事
項
』
で

は
な
く
、
当
然
、
労
働
組
合

と
の
交
渉
事
項
と
な
る
の
は

当
た
り
前
で
あ
り
、
組
合
が

積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は

総
務
省
や
人
事
院
も
認
め
て

い
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
人
事
評
価
制
度

の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、「
設

計
段
階
か
ら
労
働
組
合
と
の

十
分
な
協
議
と
合
意
が
必
要

で
あ
り
、
自
治
労
の
４
原
則

『
公
平
・
公
正
性
、
透
明
性
、

客
観
性
、
納
得
性
』
と
２
要

件
『
労
働
組
合
の
関
与
、
苦

情
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
』

の
担
保
と
制
度
の
信
頼
性
が

な
い
限
り
、
賃
金
へ
の
反
映

に
は
反
対
の
姿
勢
で
取
り
組

む
べ
き
」と
強
調
し
ま
し
た
。

戦争法案を廃案に
国会包囲行動に３万人

　

安
倍
政
権
は「
戦
争
法
案
」

を
何
と
し
て
も
成
立
さ
せ
よ

う
と
、
前
代
未
聞
の
95
日
間

の
国
会
会
期
延
長
を
図
ろ
う

と
い
て
い
た
６
月
24
日
、「
戦

争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
」
に
よ
る
国
会
包
囲
行
動

に
約
３
万
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
行
動
は
２
万
人
が
参

加
し
た
６
月
14
日
に
引
き
続

の
か
」
と
糾
弾
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
岸
日
本
弁
護
士

連
合
会
・
憲
法
問
題
対
策
本

部
長
代
行
、
山
口
二
郎
・
法

政
大
学
教
授
な
ど
が
「
法
案

は
日
本
国
憲
法
に
明
確
に
違

反
し
て
い
る
」
と
、
強
く
批

判
し
ま
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
、
長
妻
昭
・

民
主
党
代
表
代
行
、
吉
田
忠

智
・
社
民
党
党
首
、
志
位
和

夫
・
共
産
党
委
員
長
、
山
本

太
郎
・
生
活
の
党
と
山
本
太

郎
と
な
か
ま
た
ち
共
同
代
表

が
、
国
会
で
の
徹
底
追
及
を

約
束
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
も
「
戦
争
法
案
、

今
す
ぐ
廃
案
！
」、「
戦
争
す

る
国
、
絶
対
反
対
！
」、「
安

倍
政
権
は
今
す
ぐ
退
陣
！
」

の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。

戦争法案反対国会包囲行動

い
て
行
わ
れ
、
前
回
を
上
回

る
こ
れ
ま
で
で
最
大
規
模
の

行
動
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
会
正
門
前
に
作
ら
れ
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
呼
び
か
け

人
や
政
党
代
表
が
あ
い
さ

つ
。
澤
地
久
枝
さ
ん（
作
家
）

は
「
戦
争
す
る
国
に
さ
せ
る

か
ど
う
か
は
私
た
ち
の
反
対

運
動
に
か
か
っ
て
い
る
。
命

を
か
け
て
闘
い
た
い
」
と
訴

え
、雨
宮
処
凜
さ
ん
（
作
家
）

も
「
命
を
軽
視
す
る
政
権
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

佐
高
信
さ
ん
（
評
論
家
）

は
「
政
権
与
党
の
公
明
党
は

平
和
の
党
の
看
板
を
捨
て
た

団結ガンバローで闘う決意を固めた
県本部中央委員会

人事評価制度学習会

　

２
０
１
５
年
５
月
15
日
、

安
倍
自
公
政
権
は
「
国
際
平

和
支
援
法
案
」「
平
和
安
全

法
制
整
備
法
案
」
と
命
名
し

た
２
法
案
を
国
会
に
提
出
し

ま
し
た
。
武
力
攻
撃
事
態
法

や
自
衛
隊
法
、
重
要
影
響
事

態
法
な
ど
の
法
案
を
一
括
し

た
「
平
和
安
全
法
制
整
備
法

案
」
で
は
、
自
衛
隊
が
海
外

で
武
力
の
行
使
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
機
雷
掃
海
で
す

が
、
朝
鮮
戦
争
時
の
よ
う
に

上
陸
作
戦
の
露
払
い
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
武
器

を
携
え
て
外
国
船
に
乗
り
込

み
、
貨
物
を
没
収
す
る
な
ど

の
船
舶
検
査
も
武
力
の
行
使

で
す
。
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
で

は
、
武
器
を
使
っ
て
外
国
の

治
安
維
持
行
動
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
安

倍
自
民
党
が
提
示
す
る
事

例
は
非
現
実
的
な
も
の
が
多

く
、「
邦
人
救
出
」
に
関
す

る
安
倍
政
権
の
議
論
は
自

衛
隊
の
準
機
関
紙
「
朝
雲
」

２
０
１
５
年
２
月
12
日
付
す

ら
「
現
実
味
に
欠
け
る
」「
無

責
任
」と
批
判
し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
自
公
政
権
は
「
国
際

平
和
支
援
法
案
」「
平
和
安

全
保
障
法
制
整
備
法
案
」
な

ど
と
命
名
し
て
い
ま
す
が
、

戦
争
で
多
く
の
市
民
を
殺
害

す
る
ア
メ
リ
カ
軍
を
支
援

し
、自
衛
隊
員
が
人
を
殺
し
、

殺
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る

法
案
の
危
険
性
を
国
民
に
隠

す
た
め
の
命
名
で
す
。
こ
の

２
法
案
の
正
確
な
性
質
を
示

す
の
で
あ
れ
ば
、「
戦
争
法

案
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
法
案

で
す
。

許
す
な
！
戦
争
法
案  

❶

戦
争
法
案
、
な
に
が
問
題
？

（
飯
島
滋
明　
名
古
屋
学
院
大
学
准
教
授
・
憲
法
学
）



第1664号　2015年７月５日　(2)自 治 労 茨 城1969年３月 10日第３種郵便物認可　郵便 310-0801

ジャーナリスト

北　健一

経
済
の
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側 

⑫

　

格
安
を
売
り
に
し
た
航
空

会
社
ス
カ
イ
マ
ー
ク
の
民
事

再
生
が
迷
走
し
て
い
る
。

　

同
社
は
５
月
29
日
、
再
生

計
画
案
を
東
京
地
裁
に
出
し

た
と
発
表
し
た
。
株
を
紙
く

ず
に
し
（
１
０
０
％
減
資
）、

１
８
０
億
円
の
新
株
を
発

行
。
う
ち
１
５
５
億
円
を
返

済
に
あ
て
、
採
算
性
を
高
め

な
が
ら
株
式
再
上
場
を
め

ざ
す
と
い
う
の
だ
が
、
大
口

債
権
者
が
難
色
を
示
し
て
お

り
、
再
生
案
は
否
決
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
、
16
・
５
％

を
出
資
す
る
全
日
空
（
Ａ
Ｎ

Ａ
）
と
エ
ア
バ
ス
な
ど
と

の
交
渉
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

る
。
だ
が
、「
ス
カ
イ
マ
ー

ク
の
値
段
」
を
１
８
０
億
円

と
し
、
そ
の
50
・
１
％
を
投

資
フ
ァ
ン
ド
・
イ
ン
テ
グ
ラ

ル
（
佐
山
展
生
代
表
）
に
出

さ
せ
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を

ま
と
め
た
監
督
委
員
（
民
事

再
生
を
監
督
す
る
た
め
裁
判

所
が
選
ぶ
）
の
多
比
羅
誠
弁

護
士
こ
そ
〝
陰
の
主
役
〞
だ
。

　

イ
ン
テ
グ
ラ
ル
と
Ａ
Ｎ
Ａ

が
繰
り
広
げ
た
主
導
権
争
い

に
対
し
、
多
比
羅
弁
護
士
は

イ
ン
テ
グ
ラ
ル
に
過
半
の
出

資
、
つ
ま
り
は
経
営
の
主
導

権
を
認
め
る
裁
定
を
出
し
、

一
日
以
内
の
回
答
を
Ａ
Ｎ
Ａ

側
に
迫
っ
た
。「
イ
ン
テ
グ

ラ
ル
が
出
資
の
50
％
超
を
出

せ
る
よ
う
、
ス
カ
イ
マ
ー

ク
の
値
段
を
逆
算
し
た
の
で

は
」
と
の
疑
惑
も
公
然
と
さ

さ
や
か
れ
て
い
る
。

　

多
比
羅
氏
の
よ
う
に
、
大

型
倒
産
・
再
生
事
件
を
一
手

に
手
が
け
る
専
門
の
弁
護
士

た
ち
は
「
倒
産
村
」
と
呼
ば

れ
る
。

　

消
費
者
金
融
・
武
富
士
の

会
社
更
生
で
は
、
別
の
倒
産

村
弁
護
士
が
、
会
社
更
生

の
申
立
代
理
人
か
ら
管
財
人

に
横
滑
り
し
た
。
武
富
士
が

払
っ
た
報
酬
は
５
億
円
超
。

昨
日
ま
で
武
富
士
の
た
め
に

働
い
て
い
た
弁
護
士
に
、「
今

日
か
ら
は
管
財
人
な
ん
で
、

中
立
な
立
場
で
武
富
士
を
監

督
す
る
」
と
言
わ
れ
て
、
誰

が
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
の

会
社
更
生
で
は
、
企
業
再
生

支
援
機
構
と
い
う
国
策
会
社

が
事
業
家
管
財
人
と
出
資
者

を
兼
ね
た
（
法
律
家
管
財
人

は
倒
産
村
の
片
山
英
二
弁
護

士
）。
機
構
は
、
ス
ト
権
投

票
を
妨
害
し
整
理
解
雇
を
強

行
し
た
挙
げ
句
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の

株
式
再
上
場
で
３
０
０
０
億

円
を
超
え
る
暴
利
を
得
て
い

る
。

　

東
京
地
裁
と
大
阪
地
裁

は
、
な
ぜ
大
型
倒
産
事
件
を

「
倒
産
村
」
に
ば
か
り
発
注

す
る
の
か
。
彼
ら
の
仕
事
ぶ

り
は
公
正
で
、
そ
の
対
価
は

適
切
な
の
か
。
倒
産
処
理
と

事
業
再
生
が
重
要
だ
か
ら
こ

そ
、
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

県
本
部
公
営
企
業
評
議
会

は
６
月
19
日
、
自
治
労
会
館

で
第
31
回
総
会
を
開
催
し
４

単
組
28
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
畠
議
長
が
評
議
会
を
代

表
し
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
あ

と
、
県
本
部
か
ら
は
加
藤
副

委
員
長
が
祝
辞
を
兼
ね
た
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
活
動
経
過
報
告

と
議
案
の
審
議
の
あ
と
、
県

企
業
局
労
組
の
横
町
さ
ん
が

新
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
第
１
回
幹
事
会

が
開
か
れ
、
水
週
間
の
取
り

組
み
に
向
け
た
現
地
調
査
で

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

横
町
議
長（　

）を
選
出

公
企
評
が
第
31
回
総
会

県企業
局労組

2015 県本部公企評議役員体制
議　　長　横町　　勉（県企業局労組）
副 議 長　石井　徳昭

（常陸太田水道労組）
〃　  　鮎沢　栄一（茨城町職）

事務局長　二野屏義雄（大子町職）
幹　　事　海野　祐次

（常陸太田水道労組）
〃　  　佐藤   正彦（県企業局労組）
〃  　　海老原昌幸（県企業局労組）
〃　  　佐藤　真一（常陸大宮市職）
〃　  　小林　広人（茨城町職）
〃　  　益子　和輝（大子町職）

公企評総会 であいさつする大畠議長
　

７
月
10
日
か
ら
三
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
る
第
22
回

関
東
甲
地
連
青
年
女
性
夏
期

交
流
集
会
の
県
本
部
結
団
式

が
６
月
27
日
、
自
治
労
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
小
室

女
性
部
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
夏
期
交
流
集
会
が
参
加
者

に
と
っ
て
意
義
あ
る
も
の
と

な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
学
習

交
流
を
深
め
て
こ
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
あ
と
、
古
渡
県

本
部
書
記
長
が
来
賓
と
し
て

あ
い
さ
つ
し
、「
集
会
で
学

ん
で
き
た
こ
と
を
職
場
・
単

組
で
生
か
し
て
い
こ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

次
に
、「
参
加
に
あ
た
っ

て
の
注
意
事
項
」
を
大
島
女

性
部
書
記
長
が
提
起
し
、
バ

ス
ル
ー
ト
や
職
種
別
分
散
会

に
向
け
た
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の

説
明
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、「
参
加
者
か

ら
の
声
」
と
題
し
て
、
大
子

町
職
、
常
陸
太
田
市
職
、
鹿

嶋
市
職
の
３
単
組
の
仲
間
か

ら
集
会
の
感
想
や
学
ん
だ
こ

と
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、
自
己
紹
介

か
ら
始
ま
り
、
夏
期
交
流
集

会
に
持
参
す
る
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
と
職
場
レ
ポ
ー
ト
を

見
な
が
ら
報
告
し
、
単
組
で

の
問
題
点
や
そ
れ
に
対
す
る

組
合
の
対
応
な
ど
の
情
報
や

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
班
報
告
、
報

告
全
体
集
約
が
行
わ
れ
た
あ

と
鈴
木
青
年
部
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
集
会
の
成
功
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

山
中
湖
に
は
今
回
15
単
組

77
人
が
参
加
し
ま
す
。
職
種

別
分
散
会
な
ど
自
治
体
や
県

を
越
え
た
交
流
が
深
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

夏期交流集会結団式 での分散会

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。労働・生活に関
わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治労茨城県本部顧問弁護士が相談
に応じます。
◆相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹  下　昌  子
　　　　　水戸市南町 3丁目 4番 57号　　水戸セントラルビル 3階
　　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029 － 224 － 5150　Fax　029 － 226 － 2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所に直接電話し、
相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別事案ごとに、初回の法律相談を
無料とし、2回目以降は所定の報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うこ
とになります。

ご契約にあたってはパンフレットをご覧ください。
ご不明な点があれば、

まずは組合にお問い合わせください。


